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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今ここに述べる特殊の疾患隠蔽は重大な問題を含

　　　　　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　む。精神分裂病の患者を精神分裂病と診断して，精神

　著者は，日頃精神科診療に従琳している聞に，精神　　　分裂病の症状が消えてから，患者が「あれは芝居だっ

異常を来たしたと連れてこられ，いわゆる内悶性精神　　　た」と述べるなら，前の診断は誤診であったのか，芝

病と診断された患者の中に，精神障害が一応消裾して　　　居を見抜けなかったのかということになる。患者が実

から，あるいは，障害が去らぬうちに，自己の精神障　　　際芝居をして精神分裂病のまねをしていたのか，実際

害の全部，あるいは，一部を指して「芝居をしていた」　　　精神分裂病が存在して1あとで気まりが悪いから芝居

とか「わざとやっていた」等と述べる患潜に遭遇し　　だったと体裁をつくろうのか，芝居だったと判断する

た。彼等は，1三1己の精神異常状態を，いわゆる内因性　　　ような誤った病識が成立するのか。この問題は精神鑑

精神病と診断されることを否認するのである。そして　　定の時などに重大な意味を持つ。ここではこの様な症

詐病であったと自ら告白するのである。内因性精神病　　　例を集めて検討してみた。この種の例で最近有名なの

と診断して，あとで患者がそれは詐病であったという　　はRees4》の報告したRudoif　Hessの症例である。こ

のを信用するなら，医師の誤診である。実際内因性精　　の特殊の疾患隠蔽は比較的稀なものであるが，時とし

神病があって，医師が正しく診断して居り，あとで患　　’て犯罪者を医師が精神分裂病と診断して，病院に移し

噺が詐病であったというなら疾患隠蔽か，あるいは特　　　て症状が消槌してから，患者があれは芝居であったと

有の誤った病識というべきである。疾患隠蔽1）という　　いうと，裁判官が医師の誤診と認める様なこともある

のは，例えば慢性妄想患者が，自分が精神病と思われ　　　ので，犯罪などと無関係な症例を集めて検討を加える

ることを避けるために，実際妄想がありながらそれを　　　必要がある。精神病質5）やヒステリー・6）における詐病

隠すとか，うつ病の患者が，自殺の目的を悟られない　　　の問題には，昔から種々論ぜられて来たので，ここで

ために，ゆううつな気分を隠すという場合であるが，　　　は触れない。

この場合患者は，他人は自分を病気だと思っていると

いう。とは鰯ていても，　k・1分を病気とは思。ていな　　　　　症例

いのであって，すなわち病識はないのである。今ここ　　　　　症例1・O山O子　9　23才　学坐

で述べる特殊の疾患隠蔽にやや似た例は，Bleuler2）が　　　　〔既往歴〕特壽己すべきものはない。．

述べている。すなわちある妄想患者が，周囲の人が皆　　　　〔家族歴〕父は患者が1才の時に戦死。母が旅館を

自分をだまして精神病に仕立てようとして妙なことを　　　経営して生計をたてている。同胞2名中第2子。学業

やるので，病院に入れられて，自分が健康であると見　　　成績は優秀。性格は勝気。

てもらうために精神病のまねをしたという。これは妄　　　　〔現病の発病と経過〕大学2年の夏，何かの手違い

想患者の詐病である。疾患1馴茂ではない。K・aep・lin3）　カ・ら，進行中の縁談が駄匹1になり，先方からより勧三

は患者の精神分裂病は詐病であると思える蒔でも，し　　そうという話もあったが，大した熱意も示さなかっ

ぱらく見ていると殆ど全都が実際に精神分裂病と分る　　　た。その頃から部屋に閉じこもり，家の人とも口をき

ものであるというが，これは検者の誤診である。検者　　　かぬ事が多くなり，大学にも行かず中退してしまっ

の了解過多による誤診である。　　　　　　　　　　　　た。破談になったのは母のせいだといい，興奮乱暴す
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るようになったので・某精神病院に収容された。神経　　　す」と述べ，大勢の精神科匿の前で・演技してみせた

症と云われた・3ケ月後には退院した・退院後は「人　が，それは発病時のものと違ったもので・芝居そのも

中に入ると人が私の方に向って来る。ピストルを持っ　　　のは，容易に見破れる位拙劣なものであった。

て向って来る様で怖い」と云って家の中に閉じこもっ

ていts。急に興奮したり，自分の考えが他の人にメモ　　　　　症例L　O口○源○　♂　31才　農業

される，物が盗まれる等というような思考察知ないし　　　〔既往歴〕虫垂炎で・高校2年の時季術を受けた他

畿害妄想も現われて来たので・前回の病院とは違う精　　　は・特記すぺきものはない・

神病院に昭和39年11月22日収容された。入院当時は顔　　　　〔家族歴〕母は52才で肺結核で死亡。ドij胞4名中第

貌が硬く，表情は乏しかった。そして東北弁で応答し　　　1子。家系中精神病の負荷は・認められない。

「白分の品物や考えが盗まれる，夜になると自分の考　　　　〔生活歴〕学業成績は上位。高校卒業後i大学進学

えていることがメモされる」といった。入院後の病室’ @の希望があったが，家業を継く“ため行けなかった・性

での生活態度は，他患者との交渉は全くなく・部崖の　　　格はおとなしい。

片隅に座っている事が多かった。異常体験としては　　　〔現病の発病と経過〕何をすることも嫌になり・仕

「誰もいないのに声が聞こえて来て・いろいろな事を　　　事もしなくなったので・昭和30年頃借大神経科に1ケ

命令し，こうすれば良いとか・次は何をとるとか，食　　　月入院した・退院後は家業のリンゴ園の仕事を手伝っ

窮の時には，是非食べろ，よせとかいってくる。歩い　　　ていた。昭和36年8月頃から，再び仕事をしなくなっ

ている時には，急に止まれと命今してくる。だいたい　　　た。食蜘も皆と一緒にせず・不規則になった。入浴も

命令されたとおりにしている。夜寝ていると体を誰か　　　せず，頭髪も伸び放題で・床騒に来て貰った。尿人と

に触れられる。泥棒が来て，私の考えをとってしま　　も話をせず，唯ごろごろと寝ているといった無為な状

う。朝起きたら以前の自分と違うようにさせられ・言　　　態になったので・昭和36年9月6日1某精神科へ収容

葉がズーズー弁になってしまっ泥」と述べ，幻聴，作　　　された。入院時は，そっぽを向いていて，無表情であ

為体験，異常体感等が認められた。　「私は全然悪くな　　　った。尋ねてもろくに返事をしなかった。　「仕事をす

いのに，無理に入院させられた」と病識は全くなかっ　　　る気にならない。疲れる，寝ていると楽だ」といっ

た。拒食，拒薬も時にあり，そのために電繋療法も必　 た。精神分裂病の破瓜型と診断された。入院後は・人

要であった。電撃療法後しばらくして，表惰も禺て来　　　との接触を嫌い，病室では，何もしないで，日中でも

て，疎通性も改善され，病的体験は消失した。入院前　　寝ていることが多かった。洗顔1入浴も命令されると

後の状況に対しては，はじめは「普通の人ならおかし　　するが，臼分からはやらなかったv看護婦が作業療法

いと思うだろうが，私は確かに体験したのだ。あり得　　の造花作りやレクリエーショソの遊戯等に誘っても

るというよりあり得た事だ」と述べていたが，「確か　　　「気がすすまない，馬鹿らしい」といって寝ていた。

に声も聞こえたし，その他のこともあったと思ってい　　　たまに参加した時でも・ねまきを着たままで，立って

たが，今考えてみると錯覚だったと思う」とか「そう　　見ていることが多かった・拒食はなかったが1病気で

いう病気になっていたのだ」というようになった。　　ないから薬を呑む必要がない1薬のために体が駄目に

他人との交渉も積極的になり，1ケ月後には，ほぼ寛　　　なった」と拒薬した。電撃療法も行なわれたが・状態

解状態に達した。しかしその頃から「私は母を困らせ　　　像は大した変化が認められなかった。「坐まれつきの　　　　　・

るために，分裂病のまねをしました。みんな作り話で　　　性格で俺は病気ではない」と病識のない鱒をいうかと

す。精神医学の本を読んだし，前に入院した病院に　　　思うと「本で調べてみると俺は破爪型とうつ病が混っ

は，沢山分裂病の患潜がいて，それを見ているので分　　　ている」といったりして・病識の動揺がみられた。こ

裂病の事は良く知っている。高校時代には演劇部にい　　　の頃から次第に作業療法やレクリエーシ・ソ療法に参

たので，演技には圏信があった」と述べ「病気をわざ　　加する様になり，生活状態も無為の所が少なくなっ

とやった」という様になった。患者はそのまま昭和40　　た。外泊させても・一応仕事が出来るようになったの

年↓「月30日退院し，一一応健康な日常生活を送っている　　　で・入院してから約2ケ月後退院した。退院後は・家

が，羅院後1年4ケ月の今日でも「分裂病のまねをし　　　業のリンゴ園の仕事に従琳した。休むこともなく・仕

灘のは，何かのシヨックがあって，1三1暴自棄になり，　　　事のまとまりが悪いという事もなかった・昭和39年に

薗獄で自分を痛めつけることにより，胤分の犯した罪　　　は結婚し，子供も生まれた。昭和41年6月頃の状態

巻少しでも償いたいと思ったからで，私は分裂蒲では　　　は，人格の変化も少なく，殆ど誌められない位であっ

ないと信じている。今でも当時の状態をまね出来ま　　た。入院当時の状態については「わざと病気を意識的
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にやった気もする。自分の希望がかなえられず，もや　　　をする様になり，生活状態が活発になり，作業にも参

もやして発散出来ぬので，やぶれかぶれになった1と　　茄する様になった。はっきりした診断はつかないがロ

述べた。　　　　　　　　　　退院させて様子をみる瓢なり一｝聯胡に退院し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。退院後，就職口があっても，いろいろと口実を設

　　　痕例翫．○野C）雄　♂　28才　精・lll［科医師　　　　　けて，就職に応じなかった。そして毎日白分の部屋て

　家族歴，既往歴には特記すべき二とはない。優秀な　　　寝てばかりいて’入浴もしないし床屋にも行かな

才能の持主であったが，とっぴな所のある変り煮であ　　　い。他人が来ると会うのを嫌がり，部量に隠れてしま

った。ある晩，近所に大火事があり，その時，路上で　　　う。母親が食事の瞠話をしてやろうとすると・急に怒

裸でおどっていたため入院させられた．「輔しい　咄し器物蝦しブこりした・時に購親を叩く蹴

天国が来た様に思った」と述べ硬い顔をしていた．　るの舌曝を働くようになったので・前回退院5朔後

興奮性なので，持続睡眠療法，電撃療法が行なわれ　　　の昭和38年9月5日に，再入院させられた。入院時

た。その後，荘然とした様予をして居り，次第に散歩　　　は1硬い表情をしていた。何も喋らず・不自然な姿勢

するようになったが，児戯的で，いかにも精神分裂病　　　をいつまでも続けていた。精神分裂病Vkの緊張状態で

の様な硬いうつろな顔であった。入院当時の事を尋ね　　あった・入院後，1日中手拭を頭から被り，不自然な

ても，話したがらなかったが，退院まちかな或る時，　　　恰好で座っていた。話しかけても金然返事をせず’疎

「先生は私の芝居にすっかりだまされましたね」とい　　　通性がなかった。拒薬，拒食もあった。電撃療法が行

った。発病時の興奮は芝居だったという。てれくさい　　　なわれて，その後食慕もするようになり，話しかけに

のでそういうのではないかときくと「先生こそ私の芝　　　も応ずる様になった。そして「障子を破ったり・夜中

ll恥こだまされて，おかしくてしかたがない」という。　　　に大声で泣いたりしたのは，象の潜の自分を見る目か

何故そんな芝履をしたのかときくと「火事が素購しか　　　冷たいからだ・黒い啄が世間に広まっていて・自分の

ったので，ここで芝居をしてやれ，という気になっ　　事は，麻薬患者，殺人者などといわれている。この事

た」という。その後，退院して職に漢ったが，時に突　　は母が世間にいいふらした事だ。臼分の周囲の人は，

飛な行動があり，妙な肩書きつきの名刺を配ったりし　　態度でもって1自分を非難していた」と述べ・関係妄

た．患都一扮が芝居をしたαこ・医師は私を精神　想1被害妄想が認められた・作業療法やレクリ＝　一”シ

病者扱いにしたと医師である父親に告げたので，患老　　　ヨソに積極的に参加する様になり，患者の作品を集め

の父親は，受持の医師を訴えるといい，弁護士までよ　　　て作る文集の作成にも熱心に参加する様になった。そ

こしたことがあっt。そのうち患者は，再び緊張性興　　　の頃，自分が入院させられたのは「文学を追い，その

奮を起し，激しい興奮のため，事故死してしまった。　　　為に金を要求したのは妄想みたいなものだった。周囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の者が非難している様に思ったり，乱暴を働いたりし

　　　癌例IV．○野O－　6　23才　無職　　　　　　　たのは，自分が異常だったからだ。しかし，そういう

　〔既往歴〕特謝べき慕はない．　　　　　事は，糠の・9の様子をさぐる為に1意識してや・た

　〔家族歴〕両親は健在で，同胞6人中第3子であ　　　事だ」と述べた。生活状態が活発になり，特別に異常

る。家系中に精神病の負荷を認めない。　　　　　　　　行動が認められないので，就職して，外来通院すると

　〔現病の発病と経過〕高校卒業後11年浪人して慶　　　いう条件で退院した・退院後は，一回も外来1こは来な

応大学へ入学した。大学2年の時，創作活動をすると　　かったが，知人の紹介で職には就いた。良く働いた

いう理由で，象人に相談もなく，大学を中退した。家　　　が，1ケ月間働いて・給料をもらってから，もう嫌に

に帰ってからは，特別疑1分の部屋を1乍ったが，創f乍　なったと憾に行かなくなった・繊の説得で・別の

活動をする事もなく，終日何もしないで，部屋に閉じ　　所に働きセ：行ったが，20日余りで特別の理由もなく止

こもっていた。時折金を要求しては飲み屋へ行った。　　　めてしまった。そして家で，機嫌が良い時は薪割りを

金を与えないと暴力をふるった。夜中に突然大声で泣　　　する程度で、あとは何もしないで寝ていた。起きても

き鵬したり，障子を破ったり，家に火をつけようとし　　　寝巻のままで着換えもしなかった。オートバイの音が

たりするので，家人の手に負えなくなり，昭和38年　　　近所に聞えると，変な人が来るのではないかと警察に

1脚日，父親に連れられて，当㈱・繊綬診し　い・てt’rったり，父親がいなくなったとし・って月螺

即日入院させられた。入院してからは，1日中何もし　　　願いを繊したり，奇妙な行動が時々あった。又，東京

tsいで，炬鵬こじっと座っていて，鯖てあった．拒　へ行くのだと綿ill・球人欄へ応募の魏穐を出したりし

食があり，輸液を受けている。電撃療法により，食事　　　ていた。1私が入院したのは，仮病を使い，病気にな
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ったふりをした為です。狂誉芝屠の行きすぎでした。　　　自分を殺すのだと思った。家に帰ると棚の所にネコイ

昆非家族に私の東京行ぎを先生から説得して下さい」　　　ラズが置いてあった。自分を毒殺するのだと思った」

と病院へ手紙をよ二したりした。昭和42年3月14日・　　　等と・妄想気分・妄想知覚，追跡妄想・被害妄想，幻

新開の求人嗣へ応募した所・採用通知が来たと，東京　　　聴t作為体験が認められた。入院後・病室内では，落

へ出かけた。その途中50人近い人が・自分を尾行して　　　着きなく廊下を俳徊し・床に入っても独語・窒笑が認

いた。男も女もいた，刑慕もいた，行く先々に待ち伏　　　められ，不眠であった。日に何回も「俺はどこも悪く

せていた，目付きや態度で分った，尾行者は家の者が　　　ないのに，何故入院させておく」と着護婦詰所に入っ

肉分を監観する為に手配したに違いないと思った。東　　　て来た。又「病院内にも隠しカメラがあり，それで俺

京へ家から送った2つの荷物のうち，布団の方しか着　　　を撮影しているのか」ときぎに来たりした。便所の戸

いていなかった，家の者が自分の東京行きを妨害して　　　を開いたり・閉じたりして「この戸を開閉すると・鳥

いる証拠だと思った，それで東京から帰る事にした，　　　の鳴き声がするから調べている」とか「セメントの接

その時も毘行者がいた，象へは帰れないと思った，そ　　　着具合を調べているのだ」といって，コyクリー一トの

れでタクシーで病院へ来たと夜10時頃1人で来院し　　壁を叩いてまわったりした。又日中たんぜんを着こん

た。現在入院中である。　　　　　　　　　　　　　　　で一1［lj手を袖の中に入れ・口をだらっと開いた奇妙な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顔付きをしながら廊下を歩きまわった。朝のラジオ体

　　症例V・○良0　6　48才　無職　　　　　　　　操の時には，足をかじるなど奇妙な動作をした。何故

　〔既往歴〕21才の時腸チフス，22才の時肺結核に1崔　　そんな奇妙な事をするのかと尋ねてみると，「精神病

患，その後，両側副畢丸と右腎捌出の手術を受けてい　　　でないのに精神病のレッテルを貼られたから，精神病

る。25才の時に精神分裂病と診断され，某精神病院に　　　のまねをしているのだ」といった。入院当時の幻覚，

3ヶ月入院した。今回入院する前まで，PASを結核　　　妄想状態の事を尋ねてみると，「全部確かな事であり，

予防の意味で服用していた。　　　　　　　　　　　　　きっと誰かが細工をしたのだ」と述べた。その後，薬

　〔家族歴〕　同胞7名中第2子，象系中に精神病の負　　　物療法により，異常体験や，奇妙な行動は消え，作業

荷は認められない。　　　　　　　　　　　　　　　　　療法の造花作りにも積極的に参加し，他患渚との交渉

　〔現病の発病と経過〕昭和42年3刀13日，岐阜の実　　　も生じ，言動にもまとまりが出て来た。その頃になる

家に結婚式があり，それに招待された。予定のHより　　　と，入院前後における言動について「あれは体が疲れ

1日早く帰宅し「岐阜は，産業が発達し，オートメイ　　　ていた為の錯覚であり・病気になっていたのだ」と病

ショソ化し，自分の様な者は，抹殺されるのではない　　識が生じて来た。そして精神病のまねをしたといった

か，結婚式に集まった人は，皆自分を殺そうとしてい　　　事については，恥ずかしそうに笑いながら・　「そんな

た，態度や言葉使いで分った，それで夜も心配でねむ　　　事は尋ねないで下さい。当時は変だったんですから」

れなかった」等と被害妄想，妄想知覚を述べた。更に　　　と述べるようになった。

夜中に急に外へ飛び出し，大声をあげ，「俺は何々だ」

と齢の名前を鎌。たり，まとまりのな・・事を喋り　　症例V「・○瀬O子♀19才x”1’［　’

続けるので，同年3月16日，午前3時頃，某精神病院　　　　〔既往歴〕特記すべき事はない。

へ収容された。入院時，疎通性はあるが，顔貌は硬　　　　〔家族歴〕同胞4名中第1子・下の2人は異母兄

く，表情は乏しかった。話のまとまりは悪いが支離減　　　弟。実母が死亡してから1殆ど祖父母のli1：話をうけ，

裂ではなかった。異常体験をまとめてみると「白分の　　†rやかされて育った。

ような不具者は，抹殺されるように感じられた。式場　　　　〔現病の発病と経過〕　高校2年の秋に・気分が沈ん

に来ている人に殺されるのではないかという気持が強　　　で勉強が手につかない状態が1週間位続いた・その後

くなり，式の途中から式場を抜け出た。汽車に乗る　　　は再び元気になり・勉強もよくする様になった。この

と，殺し屋が自分のあとをつけて来た。口付きや態度　　　様な軽いうつ状態が・その後，年に2～3回出現した

で殺し屋と分った。脳波でコントP一ルされ，自分が　　　が，いつも1週閲位で治った。躁状態になる事はなか

1・iJかであやつられている様だった。車・1・1でいない人の　った。　illヨ和41年7ル1－1句から，仕醜がうまく出来ず・

声が聞えた。郷墨の人の声だった。汽車が速くなった　　　ささいな事が苦になり，再びうつ状態になり，その為

勢，逮くなったり，周囲の様子がいつもと違ってい　　　に休職し，某精神病院で外来治療を受けていた。その

て，何か不気味だった。自宅の近くに来ると，雨が降　　間1週間分の藁を一度に呑み自殺をはかったが，早期

ウ出Ltt。これはヘリコプターを使って雨を降らせ，　　　に発見され米遂に終った。某精神病院に同年8月13日
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から約1ケ月入院し，退院後は叡事の手伝いをしなが　　　笑った」といい，1”私の方を見て何故笑った。私だっ

ら，自宅療養をしていた。1司年9月22日，信大神経科　　　て好きでこうやっているのではない。紫の為にやって

を受診した。初診時「人並みに何もIY，　＞AEない，自信が　　　いるのだ」といいながら興奮した。同臥某精神病院

ない，人と話をするのが嫌だ，テレビを見ても内容は　　　の閉鎖病棟へ入院させられた。入院後は「自信がな

分るが面白くない，人が話をしていると，Ill分の窮を　　　い，人を見ると皆が自分の事を笑っているみたいだ。

悪くいっているようで気になる」と訴え，うつ病と診　　　気分は楽しくなったり，悲しくなったり両方だ，とて

断され，外来で薬物療法を受ける事となった。同年10　　もお喋りになったりする」と述べた。同年5月初旬に

月初旬には，自信が出たからと職場に復帰した。しか　　　は「自分では，現在良くなったと思う。悪い暁は，人

し・1日程で，再び人の視線や話し声が気になる。人と　　　に会うのが嫌になり，人の事が気になる。気分が楽し

会う事が出来ないと仕事に行かなくなった。同年10月　　　くなったり，悲しくなったり変化する」と述べ・一応

下旬には，再び状態は良くなり，家人とも話が出来，　　　の病識を示す様になった。　「信大の待合室にいたll＄，

冗談もいえるようになった。この間手続ぎが遅れた為　　酒護婦さんが，患煮さんを呼ぶ時，自分の番でないの

に失職した。・しかし来春には保母になるのだと，その　　に，わざと自分が呼ばれた様な振りをした。そこにい

勉強をしながら家事を手伝い，比較的落着いた状態で　　た人は，私の事をおかしいと思ったに違いない。これ

あった。この状態は昭和42年a月下旬まで続いた。同　　　は，私は重いのに来ているのだから，軽いあなた達

年3月1日「咋晩まで元気に皆と話したり，遊んだり　　は，頑張れという意味でした。先生の前でも，質問に

していたが，今朝食事中，急に泣き出し，何も喋らな　　　口で答えられるのに，わざと答えずに，唖のしぐさを

くなった。と義姉に速れられて，信大神経科外来へ来　　　した」と当時の状態は，意識的にわざとやった事だ

た。診察叢では，泣き顔とも，哀顔ともつかぬ顔付き　　　が，今考えてみると，おかしな事をしたものだと述べ

をして居り，医師の質問には全く関心を示さなかっ　　た。院内での生活状態は，談話も・行動も改善され・

た。傍に座っていた義姉に手真似をして，唖の様なし　　落着いて来ており，外泊させても，家事の手伝い位は

ぐさをした。医師が豚搏を調べようとすると，にやに　　　普通に出来る様になった。しかし時折，「人の視線や’

や笑って，手を上げて盛んに振った。そして頭に手を　　　話している事が気になる」と述べる。

やって，考えこむ姿勢をした。カタレプシー一はなかっ

た．その内力，レテを手元にひきよせ歌の事旙いた　　翻粗・○沢o子♀25才事務｝褻

「こども，ママ，はたし，あそぶ，セソせい，たのシ　　　　〔既往歴〕特記すべきものは認めない。

イ，ひとたち，ミんな，あイつうじ，はなす，こxろ　　　〔家族歴〕両親健在。岡胞4名中第3子。家系1トに

どりょく，なみだ，くにじゅう，私の心，いつもへい　　精神病の負荷を認めない。

きんしていたら1番ママケれしい，私の家，みんな　　　〔現病の発病と経過〕爽快な気分となり，多弁，多

和，自分の仕事に、ほこりを持って，毎日をおくるこ　　動が認められ・躁病と診断され・過去3回精神病院へ

とたいせっ，みんな，みんな，わたしの，口に出して　　入院している。この間うつ状態は調められなかった。

いえない，この思いを，わかってくれることを信じ　　第1回目の入院は，昭和35年9月21日で，6ケ月後1二

る。もうあとは，わかってくれるわね。うたこえ，わ　　　軽快退院している。退院後は以前の職場に再び勤務し

らい声が，耳に，ひびいてくる」以上の事を書き終え　　た。第2圓目は昭和39年1月に入院し，7ケ月後に退

てから，急に元気に喋り出した。「今日ここへ来る途　　　院し再び職場に復帰した。第3向目は昭和40年8月に

中，じろじろ人に見られて，すごく恥ずかしかった」　　　入院し，3ケ月後に退院した。退院後は，外来通院し

と家から外来に来るまでの薯を話した。「私の気持は　　　ながら以前と特別変った所なく，普通に働いていた。

明るい」と笑いながら話している内に，急に喋らなく　　　1唱和41年7月初旬から，落着きがなくなり，職場での

なり，思案気な，泣きそうな顔付きに変った。「陽気　　　仕窮も完全には出来なくなった。同僚の所へ出かけて

な気持と，沈んだ気持が一緒になったみたいだ」と述　　行ってJ夜遅くまで独りで喋り続ける事もあった。多

べt。，「今日の事は，わざとやったみたいだ」とも述　　弁多動が目立ってきたので同年7月18日，第4匝旧の

べた。同年3月6日，両親に連れられて，外来に来　　　入院をした。入院時，「私は病気ではありませんよ。

た。「家にいる時は，急に泣き出したり，笑い出した　　　気分はとても爽快です」とよく喋った。話題は次から

り，お喋りになったり，一言も喋らなくなったり，変　　　次へと移り，まとまりなく，榎声であった。病室を次

化が激しかった」と両親は述べた。外来待合室にいた　　　々にのぞいて歩き，顔見知りの患者をつかまえては・

時，突然他患者に対して怒り出した。「私の方をみて　　　話しかけるという状態であった。気分爽快，多弁，多
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動，思考奔逸が認められ，躁状態を呈していた。入院　　　同僚に対する関係妄想であった。3ケ月後には，その

してからは，洗面所に着物を着たまま入り・全身をび　　　症状は消失し，同年9月と10月には症状が固定したと

し、濡れにし，意味のはっきりしないことを嘆り，　診断され凋年11」ヨ5日に退院し1詫麟にYJ　o　ma

急融酬したt）・Lた・被鰍｛生が融り躁性賭　えられ・当科｝こ紹介され・隣1u撫ヨ当科を受診し

状態が続いたので・保護室へ収容された。保護室へ入　　　た。表情のない，固い顔付きであった。　r自分では別

れられてからは「ここへ入れてもらって良かった・普　になんともないから働きたいと慰っているが1前のヲ丙

通の事をしていたのでは・ここに入れてもらえないの　　　院の先生が，自宅療養しろといった。前の病院へは・

で，わざと水道の水を出し，洗濯する所に着物のまま　　上役の人が様子がおかしいといって入院させた。しか

入った」といった。　「ここに入れられれば・何を言っ　　　し私はわざとやっていた。同僚が仲間に入れてくれな

ても，何をしても気狂いと思われるから」と言って，　い・一・一ジ・ンをやりたくても誘ってくれない・仕事

藤にガ・をべ。たり塗りつけたり・する事がないど中引細し酬めるHii・　・1・きt・’9一をtcてた・・れは私

いって自分の着物を破いて便所の中に入れたりした。　　　を攻撃しているからだと思った。攻撃に対する抵抗と

保護室から出ても，軽躁状態が続いた。多弁で・気分　　　して1相手にきこえる様に，わざと悪口をいった。

爽快だといいながらも，　「私は皆にいじめられてい　　　1年下の後輩が，金を入れる皿を私にあてつけて大き

る。私を悪者にしていじめる。人のいう事が苦にな　　な音をたてて置くので・私もその皿Lで大きな音をわざ

る。悪口を言われているようで不安だ」と泣き出す事　　　とたてたりした。声もきこえた。『油っこい、しつっ

もあった。関係妄想，被害妄想が軽く認められたが，　　　こい，色が白い，顔が長い』等私の悪口だった。現在

これはすぐ消失した。昭和42年4月頃になると，言動　　　はそういう事もなく・人の動作や話が気になるという

に落着きが出て来た。　r私はお喋りになって，気分よ　　　事もない。家では何もしないで，日中でも横になって

くなりすぎ，落着きがなくなり，仕事も長続ぎしない　　　ごろごろしている」と述べた。生活指導と薬物療法を

し，人の事を平気で悪く雷ったり，怒ったりしたので　　　行い，2週間に1回外来通院する事になった。その後

入院させられた」と述べるようになった。　「着物のま　　　傍親と共に，電気の部分品を組み立てる内職をする様

ま洗灘・入。て，びし・濡れ隣・て，が一が一非・　喩り，膝蝿輔してきていた・昭和42｛ド朔・

めいたり，頭の毛にガムをつけたりした事を今考える　　　嫁に行っている姉の家へ遊びに行った。その時からt

と恥ずかしい」と述べ，1’ここに入れられれば，何を　　　「前にもあった事だが，自分の考えている事が人に分

しても病気だと思われるから，髄してもr・気だと思　ってしまう・紛の心がプ・“ラス張りになってしまった

った。わざとやっていた。今考えると，あの頃は状態　　　様で・とても疲れる」と訴える様になった。その上

が悪か。たと思う」と述べるようになった．現在は落　r鰍卿が頭から懸垂れない」という様にな・たので・

着いた状態が続き，作業療法を受けている。　　　　　　同年5月2H，当科に人院させられた。

　　症刎．○田○昇♂22才eelttr・t‘　　　　　　考察
〔既往歴〕特記すべきものを認めない。　　　　　　　　以上の各漉例で「芝居だった，わざとやっていた」

〔繊翻醐聡在．同胞5弔・ド第3子．家系中　と述べるii撚につ紛けられる・一つ醗夢欄が終

備糊の鮒を認めない。　　　　　・寛艦入・てからそう述べる群（thitYU　1　一　IY）と，

〔現病の発病と経過〕昭和38年3月に高校を卒業，　　　発病巾にそう述べる群（癒例V一田）とである。また

嚇煤鋤へ撒した．当時ltiiの人が齢の顔観　「据だ・た，わざとや・た」と述べられ鯛象も・
て「赤くなる」といっている様に見えたという様な関　　　二つに分けられ1一群は精神異常状態の全部（症例

馳慮があ。た．しかし㈱してから1眺なく，その　1－rv），他群はその一ず縦例v－wn）を凱てそう

獣難ならなくなった．1年・・1・位なんと紘く，普　述ぺられる・・のSit’三鮒一陛第聯鰍V一髄

通に働いていた。昭和39年11月頃から，仕辮中，金を　　第2群とする。

入れるIMで机を叩き，大きな音をたてたり，同僚の悪　　　錦1群に属する痒例では，状態が改善されてくる

ロを大声で雷ったり，独り欝を言ったりする事が日立　　　と，自己の精神状態をある程度正しく判断するll寺期が

ってきたので，銀行の診療所の精神科で，治療を受け　　あり，状態が一層良くなって寛解の時棚に移行する

るようになった。昭和41年3月，生活が不規則にな　　　と，かってあった精神異常状態の傘体を指して「わざ

ウ，人をおどす傾向も生じて来たので，同年4月，某　　　とやったt意識してやった，芝居をした，病気のふり

病院精神科へ入院させられた。入院当時の主症状は，　　　をした」と述べ，何れの場合にも自己の既往の疾病を
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否認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。精神分裂病については，経験を積んだ精神科医が

　第1群においては，患煮のいうとおりに，本当は病　　　精神分裂病と診断すれば，それは確かに精神分裂病な

気でなく，病気の芝居をしていて，医師が騙されて・　　　のであり，それは骨折をレントゲソ写真で骨折と診断

誤診をしていたのであろうか。精神科匿は精神分裂病　　　する位正しいものであることを承知すべきであり．精

を診断する際に，患蓄が通俗医書や，専問書を読んだ　　　神科医は怪しい場合には，精神分裂病の疑いとして経

り，精神病患者を見たり，あるいは症例皿のように，　　　過を見るのであって，精神分裂病と診断を下すのはよ

精神科医であって詳しく症状を知っていたりしたとし　　　くよくの二とであるのが普通なのである。

ても，精神科医をあざむくほどうまく精神分裂病のま　　　　策1群の各症例において，詐病をせねばならないよ

ねをすると，それに騙されるものであろうか。一般に　　　うな特殊な動機は見出せない。症例1ではNを困らせ

精神病と診断する際，我々は病的体験71のみによって　　　るため，後には，自暴自棄になりr自分を痛めつけ界

いるのではない。患港の生活全体，表情，態度，精神　　　の償いをするためであり，この罪というのはキリスト

病くささS）というところをもみているのであって，患　　　教の原罪に近いがそれとも少し違うという。症例1で

者が「まねをした」といっても，そこまでまねる事は　　　は、自分の希望がかなえられず，もやもやしていたた

困難である。Kraepelin3）は，「詐病だったとしても長　　　めで，希望というのは8年前に親によって断念させら

くみていると，頁の精神病であると分る事が大部分　　れた大学進学のことである・症例皿では・火事が素晴

だ」と述べている。一般に人間は精神異常を反応的な　　　しかったからであり，癌例IVでは，東京へ行って文学

ものと解したがるものである。精神科医が分裂病と診　　をしたいが，親が反対し金を出してくれなかったから

断して誤まる事はかなり稀であり，心因反応ないし神　　　であり，その上大学を中退して帰「kiしたのは親に相談

経症と診断すると，その中のかなりのものはあとで精　　　なく自分で勝手に定めたことであった。各症例は何れ

神分裂病と訂正しなければならなくなるものである。　　　も教育程度も知能も高いのに，詐病をしなければなら

特殊の状況，ことに拘禁の場合にはどうであろうか。　　　ないという目的があまりに漠然としている。入院観察

小木の報告9）によると，ある刑務所で，長年の間医師　　　の期間も症例1は5ケ月，癒例五は4ケ月，症例皿は

にょって頁正の精神病と診断され，精神鑑定によって　　　2年，症例IVは13ケ月であり，その後の経過とあわせ

心神耗弱とされて減刑された後に，「今までの精神病　　　て判断して，その詐病によって何の口的も達せられ

は意識して作った芝居であった」と告白した例があ　　ず，実際病気であることがはっきり分った例もあるの

る。しかし真にこれが詐病であったのであろうか。患　　　で，詐病とは考えられない。以上の様な痙例は，一種

者が治ってからあとで「あれは詐病であった」という　　の独特な病的な疾患隠蔽dissimulationとみなすこと

場合，医師が誤診していたとしてよいのであろうか。　　　もできようし，異常な病識とみなすこともできよう。

減刑されてすぐ「あれは芝居であった1と告白するの　　疾患隠蔽には「健康な」ものもありうる。すなわち自

はすでにおかしい。折角の芝屠を台無しにしてしま　　分の過去の精神病をそれと認識して何かの目的のため

う。黙って芝居をやり通す時にこそ芝居をした価値が　　　に隠す場合である。しかし以上の4例では，この様な

あるのである。とにかくかなり長期間観察していて，　　　「健康な」疾患隠蔽ではない。病識という場合には，

精神分裂病でないものを分裂病と誤診することは稀な　　　自分の精神状態はおかしかったという，いわゆる正し

ことである。拘禁の様な異常な状況下でなしに，精神　　’　Li病識と，自分は病気ではなく，あれは本当であった

病の芝居をすることは考えられないし，心困反応とし　　　という誤った病識と，病気であったことを全く思い誰1

ておこる精神病的状態のヒXテリー反応でも精神分裂　　せないという何の病識としてよいか分らないものとが

病と誤まられることは稀である。精神分裂病は精神科　　　従来分たれて来たが，今報告する症例では，病気は覚

医がまねしようとしても容易にできるものではない。　　　えており，おかしなことをやったが，それは芝居であ

それなのに，治ってから，患者が，「あれは芝居だっ　　ったという。上の何れにも属さない誤った病識であ

た」と告白したから，その告白は正しいものとするい　　る。一一種の特別な誤った病識と考えるべきである。そ

われほ金くない。この告白が正しいものとされ，患者　　　の中には症例皿の様に，「先生は私の芝居にだまされ

に，今は分裂病の症状が全くない場含には，医師が誤　　　ていたのだ，病潜として扱ったのは人権問題だ」とい

診をして芝居を見抜けなかったのだといわれると，医　　　って告訴までもっていったのもあり，これは一種の

師は自分の診断の正しさを証明することができない。　　　「芝居という妄想」の如きものでさえある。

それ故この様な症例があり，それは実は真の精神り丙な　　　　第2群に属する症例はV一軸の4例で，患者は発病

のだということをはっきりと承知しておかねばならな　　　中に異常な精神状態の一部を指して「精神病のまねを
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していた」（V）・「病気が重いふりをしていた」（1便）・　　ったと思うと」1三しい病識が艮1てくる。

rわざとやっていた」（欄）と述べる。わざとやってい　　　症例田では，「仕事中に同僚の悪口をいったり，大

たという状態と動機を調ぺてみると，寵例Vは，日中　　　きな音をたてたりしたのは，わざとやったのだjと述

たんぜんを着て・両手をその袖の中に入れて・口を開　　べる。その動機については・「伺僚がlll分を仲降1】外れ

き，だらりと舌を出した顔をしたこと・ラジオ体操中　　　にし私を攻撃するために大ぎな音をたてたからで・

に足をかじったり・体を曲げたり1廊下のコンクリー　　　それに抵抗したのだ」という。患者が被害妄想を持っ

トを叩きまわったりしたことを，「精神病のまねをし　　て・それを動機として行なわれた行動で，精神分裂病

ていたのだ」と述べる。そしてその当時認められた幻　　　の症状に対する反応的な行動である。

寛，妄想にっいては，「確かにあったことで，誰かが

細工をしたのだ」という。動機については，「自分は　　　　　　　　　　　　結　　語

精神病でないのに精神病というレッテルを貼られたか　　　詐病，疾患隠蔽については，昔から多くの研究があ

らだ」という。この症例の芝居と称する症状は，精神　　　り，それが全く意識的な意図によるものにしても，ヒ

分裂病の奇矯と普通解すべきであるが，他の分裂病の　　　ステリー的なものにしても・その決定は時代によって

症状に対する病識がない分裂病患者が強制的｝こ入院さ　　異なるとはいえ，特に論ずることもない。ただここに

せられて，この様な反応を呈するものであろうか。精　 あげた様な，精神病が経過した後に，「それは芝居で

神分裂病患者の詐病ということもあり得る。しかし妙　　　あった」という場合には，実際それは芝居であって，

なことをわざとやるのはすでに分裂病であるせいかも　　医師はそれを見抜けなかったのだと思われてしまう

しれない。しかしこれが詐病であるとしても・動機と　　　し，医師も自分は誤診をしたのだと思う。二の様なこ

の関連は了解しがたい。　　　　　　　　　　　　　　　とは，裁判．hの精神鑑定の場合には重大な問題とな

　症例班では，医師の質問に答えられるのに黙ってい　　　り，その時取扱った一例のみ検討しても決定的な解答

て，唖の様なしぐさをし，喋らずにカルテに交字を書　　　は得られない。診断した医師の19信のいかんに帰せら

いたり，待合室では看護婦が患者を呼ぶ時に自分の番　　　れてしまう。しかし裁判と関係の無い場合にもこの様

でないのを知っていながら，自分が呼ばれた様なふり　　な症例が時に存在し，それはどう見ても芝居とは思わ

をしたのを，「わざとやったのだ」という。その動機　　　れないものであることを明らかにしておくことは，将

にっいては，「自分は病気が重いにも拘らず通院して　　　来精神鑑定上に非常に’重大なことである。
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